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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本の高等教育機関における英語多読授業の長期継続の効果を、読了語数
の観点から調査することであった。質的・量的研究手法を組み合わせて、英語多読の多面的な分析を試みた。授業内多
読とやさしく適切なレベルの多読用図書を用いることで、１年以内の多読授業では平均10万語程度の読了語数であった
が、2年で20万語以上、４年までで40～120万語読了が可能であることが示された。１年間の多読では主に英語読解力、
読書スピード、情意面での効果があった。また、分析の結果、多読の長期継続により数十万語から100万語を読了する
ことで、TOEICスコアが顕著に上昇することも分かった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to evaluate the effects of long-term extensive readi
ng (ER) on EFL learners in higher educational institutions in Japan by taking into account the amount of w
ords read. Both qualitative and quantitative research methods were employed in this study in order to prov
ide a multi-faceted analysis result associated with ER. Through the use of the Silent Sustained Reading me
thod in class, along with the use of easy English books appropriate for the levels of Japanese learners of
 English, the participants read approximately 100,000 words on average in the first year. By continuing ER
 for two years, they read more than 200,000 words, and then 400,000 to 1,200,000 words within two to four 
years. The one-year ER program had positive effects on English comprehension ability, reading speed, and a
ffective aspects. The analyses also revealed that, when learners have read several hundred thousand to one
 million words of English, their TOEFL scores improved significantly.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 語数によるインプット量の定量化 
本研究の研究代表者と研究分担者は、酒

井・神田(2005)で量（語数と冊数）を重視す
る「英語 100 万語多読」を提唱し、読了した
本の語数を記録することを提案した。その環
境づくりのために学習者向きの多読用英語
図書の開拓を進め、神田、高瀬、西澤、黛の
4 名は英語話者向けの児童書や第二言語学習
者向けの段階別英語図書を、総語数・レベル
とともに紹介するブックガイドに関わり、本
研究期間内を含めて、4 版を重ねてきた。 
英語多読の読了語数を用いて定量化する

ことで、個々の学習者が多読で得るインプッ
ト量を客観的数値で測ることができるよう
になり、研究代表者と研究分担者らも学生の
データを蓄積して研究を発表してきた。さら
に、研究代表者と研究分担者らが関わる日本
多読学会は、語数記録を指標として多読を進
める英語授業の推進のためにワークショッ
プを定期的に開催していた。 
(2) 多読の長期継続研究 
本研究の研究代表者と研究分担者は複数

年にわたる多読実践のデータを用いた研究
を行ってきて、長期継続により、多読の成果
は著しく伸びるという結果を得ていた。しか
し、多読の長期継続によっても読了語数が伸
びずに成果が出ないケースもあり（Kanda, 
2011）その要因と対策について、多読授業を
取り入れた英語教育に寄与するさらなる研
究が求められていた。 
また、多読を一部授業で実施する大学は増

加しているが、英語多読カリキュラム導入に
至るところはまだ少ない。多読の長期継続を
もとにした本研究は、今後の多読の英語カリ
キュラム導入に対する示唆が得られ、その意
義は大きい。 
 (3) 質的研究と量的研究による多面的分析 
本研究代表者の神田は、多読の長期継続を

行う学習者数名について質的な縦断的事例
研究を行い、多読を進める要因と挫折する要
因について学習者個人の立場から分析して
きた。そして、主に量的分析を続けてきた研
究分担者の高瀬と西澤の研究と重なる知見
が得られていた。 
本研究は、質的研究と量的研究を組み合わ

せることで、多読の長期継続について多面的
分析を行い、多読のプロセスに深い洞察を加
えることと目指したものである。 

 
２．研究の目的 
本研究は、読了語数の観点から、英語多読

を１年以上にわたり長期継続する学習者の
縦断的調査を行うことを目的とした。特に、
多読用図書のレベルとカリキュラム等の環
境的要因ならびに学習者の個人差要因が、読

了語数の伸びとどのように影響しあうかを、
質的研究手法と量的研究手法を用いて明ら
かにすることを目指した。英語多読長期継続
の研究の成果により、多読の英語カリキュラ
ムへの導入およびリーディング指導に対す
る示唆を得ることができると考えられたか
らである。 
まずは、英語多読の読了語数の伸びに影響

する要因について、１年以内の多読期間と２
年目以降の複数年多読を含めて研究を進め
た。 
読了語数等により測定した多読のインプ

ット量を増加させる要因として、本研究期間
内では、多読用図書のレベルとカリキュラム
等の環境的要因ならびに学習者の個人差要
因にしぼった。特に、多読の継続を成功させ
る要因を明らかにすることを重視した。 
リサーチ・クエスチョンは新たな知見が得

られれば調整することとし、まずは、大きく、
以下の３点を焦点とすることとした。 
(1) 多読用図書のレベルとカリキュラム等の

環境的要因により、英語多読長期継続の
読了語数はどのように変化するか？ 

(2) 学習者の個人差要因により、英語多読長
期継続の読了語数はどのように変化する
か？ 

(3) 環境的要因および個人差要因の影響は、
読了語数の違いにより、変わるのか？ 
変わる場合は、どのように変わるのか？ 

 
３．研究の方法 
本研究は、学習者が英語多読を複数年にわ

たり継続するプロセスを読了語数の観点か
ら調査した。多読授業実践と学生読了語数の
データ収集を行い、英語多読長期継続におけ
る環境的要因ならびに学習者の個人差要因
に関する質的データと量的データを並行し
て、照らし合わせながら、収集と分析を行っ
た。 
(1) 英語多読授業 
本研究の研究代表者と研究分担者は、大学、

短期大学、高等専門学校と異なる環境の高等
教育機関で英語多読授業を実施した。英語多
読授業の内容は、ほぼ共通したもので行った。
研究分担者の高瀬 (2010)は、英語多読指導に
不可欠な三大ポイントとして、以下を挙げて
いる。本研究の英語多読授業もこれらを重視
した。 
① SSR (Sustained Silent Reading)－授業内読

書 
② SSS (Start with Simple Stories)－最初はや

さしい話から 
③ SST (Short Subsequent Tasks)－最小の読書

後課題 
本研究の英語多読授業は「多読三原則（酒

井・神田, 2005）」を示し、辞書を必要としな



い短くやさしい本から読むことを推奨した。
Day & Bamford (1998)の「多読授業 10 原則」
にも沿ったものである。また、全ての学生に
「レベル０の本（古川・神田・黛・西澤他, 
2013）」つまり使用語彙レベル 200 語以下、
総語数 0～800 語の本を最初に読んでもらっ
た。まずは逐一日本語で翻訳せずに理解する
こと、スムーズに読む「読みの流暢さ(reading 
fluency)」をつかむためでもある。 
授業は週１回 80～90 分、年間 25～30 回で

あった。授業中 60 分程度、学生が個々に多
読を行う時間、つまり授業内多読の時間をと
った(Pilgreen, 2000)。教師による多読の方法
の説明、アドバイス、本の推薦などが、必要
とされるときに即座にできるという利点が
ある。また、個別面談の時間を多読時間内に
学生ごとにとった。 
また、英語多読の記録（本のタイトル、シ

リーズ名、読みやすさレベル、語数、簡単な
感想コメント）を学生に書かせたが、時間の
かかる読書感想文や読後理解度テストは極
力行わずに、授業内読書時間の十分な確保に
つとめた。 
(2) 研究協力者と倫理的配慮 
対象となる研究協力者は、研究代表者と研

究分担者が所属する大学、短期大学、高等専
門学校の英語多読授業を受ける学生であっ
た。年齢の範囲は、16～21 歳であり、20 歳
前後が中心である。 
また、本研究で実施したアンケートやイン

タビューでは、以下の個人情報に関する倫理
的配慮を行った。 
① アンケート 

研究目的で使用する可能性があることを
伝え、個人は特定されないことを保証し
た。 

② インタビュー調査  
同意が得られた場合のみ、実施した。実
施する前に研究の概要を示し、研究協力
が任意であること、個人情報の保護、デ
ータ記録を慎重に扱う旨を「インタビュ
ー協力のお願い」の文面で示し、「同意文
書」を得た。 

本研究期間内にまとめた研究論文や学会
発表には研究協力者に対するインタビュー
の内容は含めなかったが、今後の研究に利用
する可能性を残している。 
(3) データ収集 
英語多読の複数年の継続について、研究代

表者と分担者は規模が異なる教育環境を得
ており、英語多読の継続の実施状況による成
果の比較も可能であった。長期継続のデータ
と比較するために、初年度つまり１年以内の
データ分析も視野に入れた。 
事前の調査（Kanda, 2009; 高瀬 , 2010; 

Takase, 2008; 2009）では、多読を推進させた
り困難にさせたりする大きな要因として、多

読の時間の確保と多読用図書の選択があげ
られた。学習者が主に選ぶ多読用図書につい
ては量的データで全体的な傾向を分析し、必
要と思われる多読用図書を揃えた。さらに
個々の英語学習者の多読の進度によって、図
書に対する学習者の反応・意見を観察記録と
して積み重ねていった。 
各高等教育機関での英語多読授業では、次

のような質的、量的データをデータの収集を
継続して行った。 
① 質的データ 

学習者の多読記録（読書感想、多読授業
の感想等）、学習意欲等に関する自由記述
アンケート、インタビュー、観察記録 

② 量的データ 
読了語数、冊数、英語能力テスト(TOEIC, 
EPER テスト等)、選択式アンケート項目 

 
４．研究成果 
(1) 長期継続につなげる英語多読授業環境 
① 教師の指導・役割 
英語多読授業での教師の指導の役割は大

きく(Yoshizawa, Takase, & Otsuki, 2013)、学習
者が英語の読書つまり多読を授業外でも自
主的に行うようにすることで、読了語数は大
きく増加し、多読の効果も上がることを指摘
した。西澤・吉岡他 (2011)、Kanda (2012)、
Takase (2011, 2012) 他の論文でも、教師の役
割を述べた。学習者が自分に合った多読図書
を選び、読み続けることは簡単なことでは無
い。教師は学習者の読みを観察し、多読に困
難を感じている場合、また図書の選択が上手
くいかない場合、指導という介入が必要にな
る。そのためには、授業内多読が不可欠であ
るという認識を、本研究の代表者と分担者は
共有した。 
② 英語多読用図書 
本研究の代表者と研究分担者は、10 万語、

100 万語単位の大量のインプットにつながる
英語多読の長期継続のために、多読用図書の
開拓および紹介を行い、その成果を英語多読
ブックガイド(古川・神田・黛・西澤他, 2013)
にまとめた。英語多読ブックガイドのプロジ
ェクトは長期にわたり続けてきたものであ
り、多読の広がりと共に、世界の様々な国で
近年発行されたグレイデッドリーダーのシ
リーズ、また比較的日本人に読みやすい児童
書シリーズを新たに紹介することが出来た。
ここ数年の特徴は、朗読 CD や MP3 が付随し
た英語図書が急増していることであり、多読
学習がリーディングのみでなく、リスニン
グ・スピーキング学習の側面も持つことがこ
れから可能となるであろう。 
(2) 英語多読の継続と読書レベルの向上 
① 読了語数と読了冊数 
英語多読の複数年継続における、読了語数、



読了冊数、および読書レベルの変化や伸びを
調査した (Kanda, 2012)。その結果、多読の継
続で、読む本のレベルが上がった場合、一冊
当たりの総語数が多い本を読むことで、読了
語数の伸びに反映するが、同じ学生の読了冊
数は学期ごとに大きな変化は見えないこと
が分かった。逆に、常に同程度のレベルの本
を読み続けて、読書レベルの伸びが無い場合
も同様に、学期ごとに読了冊数には変化は無
かった。 
一方、読書レベルの伸びは、読了語数の伸

びと一致していた。読了語数はインプット量
でもあり、また読書レベルの伸びも同時に反
映する。英語多読の継続により、読了語数も
一定の割合で伸びていくが、飛躍的な伸び、
大きな伸びが見られる時点では、１年目ない
し２年目に 15～25 万語を読んでいた。 
② 適切な読書レベル 
読了語数の伸びと読書レベルの伸びが一

致するのであれば、多読当初から読書レベル
を上げることを目指すという考えもある。こ
れに対して、Nishizawa & Yoshioka (2011)は
ESL (英語圏での第二言語としての英語学習）
の多読指導で推奨される読書レベルは、日本
の EFL (非英語圏での外国語としての英語学
習）環境で多読を長期継続する学生の読書レ
ベルと異なり、かなり高いことを示した。 
高瀬 (2010)、酒井・神田 (2008) 他で、多

読指導では、学生がスムーズに読めるレベル
の本を読むことが重要であると主張してい
る。無理をして高い読書レベルを読むことは
苦痛であり、英語多読の挫折の大きな要因と
なるからである。Nishizawa & Yoshioka (2011)
が示唆するのは、読書レベルを最初から上げ
てはならないこと、また読書レベルも徐々に
上がることを教師が認識することの大切さ
である。 
(3) 英語多読の継続と読了語数の変化 
① １年以内の多読 
本研究は、大学、短期大学、高専という高

等教育機関の英語授業を対象としているが、
英語多読は一年あるいは一学期（半期）に限
り実施されることが多い。個人差、環境の違
いから読了語数の幅が大きい単年度の英語
多読授業でも、次のような成果が示された。 

Takase & Otsuki (2012)では、TOEIC スコア
が 190～625（平均 355）点という英語力に幅
のある英語再履修者を調査し、EPER テスト
(Edinburgh Project on Extensive Reading 
Placement/Progress Test)により英文読解能力
を多読開始時と学期末（約３ヵ月後）に測定
した。その結果、英語力の上位、中位、下位
と３グループ全てで統計的に有意な得点の
伸びがあった。読了語数は上位群が平均
68,000語、中位群が 44,000語、下位群が 41,000
語であった。そして、意識調査の結果、英語
多読授業により、学習意欲が大きく向上した
ことが明らかになった。 

同様に、Mayuzumi (2012)では、１年間の多
読授業で大学１年生は 20,000～373,000 語を
読み、リーディングスピードの向上と情意面
での肯定的影響が見られた。 
② 複数年の多読 
複数年の多読を追った Kanda (2012)の研究

では、大学生が 20 万語以上を読了し、読む
本の長さ（読了語数/読了冊数）が大きく伸び
るのは２年目であった。6 年間の英語多読の
長期継続プログラムを実施する豊田高専 
(Nishizawa & Yoshioka, 2013)では、2年間で平
均 26 万語（範囲 9～130 万語）、４年間で平
均 66 万語（範囲 40～120 万語）、６年間で平
均 135 万語（範囲 100～210 万語）という読
了語数であった。多読を複数年継続すること
で、読了語数の伸びが大きくなることが示さ
れた。 
(4) 多読の継続と TOEIC 得点の向上 
英語多読継続と TOEIC 得点の関係につい

て、Mayuzumi (2011)は TOEIC 300 点未満の大
学生に限定して調査した。１年間の多読授業
の結果、読了語数の平均は 76,000 語（範囲
20,000～225,000 語）であった。TOEIC 得点に
はわずかであるが統計的に有意な上昇が見
られた。また、読書レベルを長めの本と短め
の本の２グループに分けた結果、短めの本を
読んだグループの方に有意な結果が出た。多
読の１年目で短い本を大量に読んだ方が、効
果が上がるという結果であったが、研究対象
が限定的なため、さらなる調査が求められる。 
本研究の研究分担者の西澤は、6 年間の長

期にわたる英語多読プログラムを調査し、多
読の長期継続は TOEIC 得点上昇につながる
という結果を得た(西澤・吉岡・伊藤, 2013; 
Nishizawa & Yoshioka, 2013) 。高専本科 3 年
生は多読授業導入前と比較して、多読授業 2
～3年を経て中央値で40万語読了した学生群
は、TOEIC 平均点は 55 点高かった。また、
多読授業 5～6 年目で読書量が中央値 83 万語
の専攻科１年生の学生群は TOEIC 平均点が
80 点高かった。学生は英語多読授業のみが英
語学習の時間では無い。しかし、多読授業導
入により語彙・文法等の英語授業の時間が減
少していて、これだけの差があったことは、
英語多読により TOEIC 得点が上昇すること
を示している(西澤・吉岡・伊藤, 2013)。 
西澤他は、英語多読の初期は TOEIC 得点変

化を確認できない「潜伏期」と呼び、その時
期は英語学習歴や英語の知識の高さにより、
数十万語読了あるいは一年以内に顕著な効
果が出る学習者がいる一方、読了語数 100 万
語ほどまで顕著な TOEIC 得点上昇を示さな
い学習者も相当数いることを示し、個人差が
あることを指摘した。そして、英語の知識が
豊富な社会人や文系学生は比較的短期間に
多読の効果が出るとした。その「潜伏期」を



経て、ある一定の読了語数が積み重なった段
階で TOEIC 得点が大幅に上昇する「ステップ
アップ」時期がある。TOEIC 得点の上昇を目
指す場合、「ステップアップ」の時期に到達
するまで、数十万語～100 万語単位の英語多
読の継続が必要ということになる。以上のこ
とから、多読の長期継続により、読了語数を
伸ばすことに重要性が示されたと言える。 
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